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原油、減産の示唆出るか

原油価格は下落基調が続いている。先週は米欧中銀が一段の利上げを決め、株式と同様にリスク資産とさ

れる原油価格は下がった。

石油輸出国機構（OPEC）とロシアなど非加盟の主要産油国でつくる「OPECプラス」は10月初旬に会合を

開く予定だ。足元の原油価格は1バレル100ドルを割り込んでいる。楽天証券の吉田哲コモディティアナリ

ストは「開催前に減産を示唆する発言が産油国から出てくる可能性がある」と指摘。9月上旬の会合前と同

様に、価格下落をけん制する動きが出れば相場の上昇要因となりそうだ。

銅やアルミニウムの世界最大の消費国である中国は今月末、9月の製造業購買担当者景気指数（PMI）を発

表する。8月の製造業PMIは7月に比べ改善した。好調・不調の境目である50を割り込んでも、前月に比べ

指数が改善すれば非鉄金属の国際価格の上げ材料となりそうだ。
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原油の輸出増に意欲　イラン石油相、「安定供給に貢献」

イランのジャバド・オウジ石油相は25日、都内で日本経済新聞などの取材に応じ、イラン核合意の再建は

「イランの要求が満たされるか次第だ」と述べ、対イラン制裁の解除を待たずに原油の輸出回復をめざす

考えを示した。ロシアのウクライナ侵攻に伴うエネルギー市場の混乱について「イランが価格の安定に貢

献できる」と主張した。

オウジ氏は27日の安倍晋三元首相の国葬に参列するために訪日した。「エネルギー安全保障の観点からイ

ランが確固たる供給国になり得る」と強調した。日本や欧州でエネルギー安保が課題となっているのを念

頭に、イランとの取引再開を促した。

焦点となる核合意の再建交渉は停滞している。イランのライシ大統領は21日の演説で、米国が合意から再

び離脱しない保証が必要だとの認識を改めて示した。オウジ氏は「核合意の行方を待っていてはならな

い」と話し、制裁下でもアジアや中南米などへの供給拡大をはかる考えを示した。

国際エネルギー機関（IEA）によると、イランは世界需要の1%強にあたる日量130万バレルの増産余力が

ある。オウジ氏は現在の原油生産能力を日量400万バレルと説明し「今後570万バレルまで引き上げたい」

と語った。対米で連携するロシアとの資源分野での協力も「互いに有益だ」と主張した。

イランではスカーフの着用が不適切だったとして拘束された女性が死亡した事件を巡り、市民の抗議行動

が続き、多数の死傷者が出ている。オウジ氏はイランの治安について「優れたものがある」と述べるにと

どめた。国内情勢は外国からの投資誘致や企業活動の妨げにはならないとの見解を示した。
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〈為替〉円、介入の効果続くか

今週の外国為替市場の注目は円相場だ。政府・日銀は22日、1998年6月以来およそ24年ぶりとなる円買

い・ドル売りの為替介入に踏み切った。ただ円安・ドル高の主因となっている日米の金融政策の方向性は

変わらず、再び1ドル=145円台まで下落する可能性が意識されている。

22日に一時1ドル=145円台まで進んだ円安は為替介入後、140円台まで上昇した。

ただ日銀は金融緩和の維持を決めた一方、米連邦準備理事会（FRB）は利上げを続ける方針を示してい

る。三菱UFJモルガン・スタンレー証券の植野大作氏は「円を押し上げる為替介入と円安効果を持つ日銀

の金融緩和は矛盾しており、為替介入の効果は薄い」と指摘する。

30日には財務省が為替介入の実績を公表する。介入規模が想定より小さいとの見方が広がれば、投機筋を

中心とした円売りを呼び込む可能性もある。
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石油企業　再エネ転換加速
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